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 第５章では、文献レビュー等によって整理した Off-JT 及び OJT の概念や長所・短所等（それぞ
れ 16 項）を使って Off-JT/OJT 認識の実態が捉えられ、相関分析及び判別分析の結果、「OJT 認識
は勤続年数と負の関係にある。」、「Off-JT 認識は勤続年数と正の関係にある。」、「Off-JT 認識が高
いか低いかを判別する項目は、『農業普及員の技能形成において、Off-JT は OJT ほどに効果的で












群を比較した結果、両群の間に OJT 認識に有意な差がみられるが、Off-JT 認識に有意な差はみら
れないことが明らかにされた。合わせて、定量的な重回帰分析の結果、農業普及技能レベルに有











これらの分析結果及び関係する考察に依拠した第 10 章では、Off-JT の質的改善及び効果の確実
化、OJT の充実という短期的視点の政策提言、OJT を熟知するが故に可能となる「効果的な OJT
を保障するためには、ユニオンという行政単位を管轄範囲として複数の農業普及員が一緒に働け
るように、『１人の農業普及員が１ブロックを管轄する』という現行の制度を見直す必要がある。
この場合、複数の農業普及員が若手と熟練者の構成である。」という中期的視点の制度改革的提言
は説得力をもっている。 
 以上、OJT、認識、熟練という概念を取り込んだ斬新な「訓練」「技能」分析を巧みに活かして、
農村開発の一翼を担う農業普及員の技能発展及び熟練構造を考察した本論文は、農業普及学、農
村開発学、労働経済学の発展に寄与するものであり、博士論文として十分な価値があると判断し
た。 
 
